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は
大
村

紺

綬
一
公
衆
の
た
め
私
財
を
寄

一ム
原
口
郷
六
八
八

石
本
安
吉

一ム
並
松
郷
三ゴ
西

原
崎
新
義

一

A
雄
ケ
原
二
三

三
道
添
栄

苧
ん
九
州
地
区
産
業
の
発
鹿
に

一
一、

明
治
三
十
九
年
に
始
め
て
五

一
一
、
同
四
十
年
に
は
二
十
馬
力
の
一
の
ほ
か
熊
本
県
天
草
郡
、
鹿
児

附
し
功
繍
大
な
る
者
)
の
褒
章
一
二
女

僻
加
子

U

一
三
男
晃
枯

初

二
女

和

子

日

寄
与
す
る
と
こ
ろ
大
な
る
も
の

一
馬
力
石
油
発
動
機
を
動
力
に
使
一
木
炭
ガ
ス
吸
入
発
動
機
に
更
新
一
島
県
阿
久
根
市
、
同
米
之
樟
町

が
あ
り
ま
す
。

一

が
あ
り
ま
す
。

一
周
し
て
懇
製
造
業
そ
開
始
。
一
し
、
さ
ら
に
四
十
二
年
に
は
仰
一
長
島
村、

宮
崎
県
議

市

な

ど

(

商

工

水

産

課

)
一
一

へ

一

最
近
、
全
閣
的
一
う
な
点
に
留
意
し
て
ど
協
力
を
お
あ
り
ま
す
。

ま
た
一
ニ
十
年
十
二
月
以
来
本
市

一
当
時
「
ク
ズ
」
と
呼
ば
れ
て
い
一
電
機
お
よ
び
分
撲
を
考
察
し

一

に

六

工

場

を

も

ち

昭

和

三

十

二

一

一

ち

…
に
騒
音
防
止
運
動
一
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

④

や

む
を
手

害

者

ら

j
i
l
l
N
I
H
i
l
i
-
-
i
j
j
)〉
}
)
i
r
-
-
h
M
i
m
-一

ま

ヤ
が
模
開
さ
れ、

本

一

す

場

合

も

「

短

一

声

」

と

す

国

民

年

金

制

度

主

実

現

一

ぱ

訂

正

野

間

五

一

一

0
0円
大

村

大

壁

土

器

舎

国

立

松

並
分
病
棟
坂
一

…

悦

…

諮

問

問

一

①
る

れ

れ

れ

主

ur

母

子

福

祉

大

会

で

報

告

一

軒

坂

町
一一

O
一

一

丸

言

宗

抑

制

一

時

間

大

村

頭

町

一

一

一

時

金

大

村
小
学
校
大
多

一
…

静

一

仁

川

砧

吋

一

民

自

信

自

震
を
与
え
ま
し
た
。

一
ム
一
、

0
0
0円
大
村
寄
生
一
区
三
浦
海
量

一
武
分
教
場
高
野
干

代

子

一

は
全
面
的
に
実
施
さ
れ
て
お
り
ま

一

な

い
で
く
だ
さ
い。

会
終
了
後
、
の
ど
自
慢
な
ど
の
一月

青

島

者

一

治
山
節
考
映
画
招
待
大
村
松

一
ム
タ
オ
ル
一
三

枚

知

事

夫
人、

一す
。
当
市
で
も
近
く
実
施
の
指
定
一

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
、
日
ど
一

ム
踊
慰
問
西
大
村
小
清
原
先
生
一

竹
舘
八
木

豊

一

出

納

長

夫

人

、
民
生
部
長
夫
人
一
が
な
さ
れ
る
と
と
と
思
い
ま
す
が
一

ろ
の
苦
労
を
忘

(三)

晴れの藍綬褒章

我
が
困
被
粉
業
界
の
先
駆
者
と
し
て
矧
ら
れ
て
い
る
市
内
杭
出
津
郷
八
七

O
田
野
澱

粉
株
式
会
社
社
長
間
野
純
三
氏

(加
才
)
が
、

晴
れ
の
本
年
町民
照
的
制
袈
摩
を
政
府
か

戸内
授
与
さ
れ
る
と
と
に
十
一
月
一
日
決
定
し
ま
し
た
。

受
賞
式
は
卜
一
月
二
十
日
東
京
都
総
理
大
国
官
邸
で
行
わ
れ
ま
す
。

澱
粉

業界
習の
震組
三回
生野
を匠て

すじ

(矛192号)りよアゴ政市村大(毎月 1回.10日.20日.発行)

大
村
市
母
子
福
祉
連
合
会
第
三
回

の
総
会
は
ト
一
月
二
日
午
前
十
時

か
ら
申
央
公
民
館
で
県
知
事

(代

理
)
、中
山
県
母
子
週
間
会
長
、大

村
市
民
、
森
市
議
長
p
h

多
数
の
来

賓
と
、

会
員
約
三
百
名
が
参
集
し

て
開
か
れ
、

問
問
県
婦
人
児
竜
諌
-

長
、
渋
谷
間
主
査
の
講
演
の
あ
と
一
敬

老

院

へ
寄

附

十
月
十
七
、
十
八
日
東
京
都
で
開
一
(
五
月
か
ら
九
月
ま
で
寄
贈
、
慰

か
れ
た
全
国
母
子
福
祉
大
会
に
出

一間
分
、
敬
称
略
)

府
し
た
井
石
会
長
か
ら
「
「
昭
和

一
A
菓
子
、
盟
紙
、
タ
オ
ル
、
石
鹸

ゴ一
十
四
年
度
か
ら
国
民
年
金
制
度
=
ニ
十

一
袋
竹
松
婦
人
会
(
一
ニ
十

老
実
現
す
る
」
と
橋
本
厚
生
大
臣
二
ニ
名
)

は
確
約
し
た
」
旨
の
報
笥
か
あ
り
一

ム
週
間
朝
日
十
六
冊

古
町
住
宅

ま

し

た

。

一

渡
辺
豊

と
の
大
会
で
は
来
賓
の
言
葉
や
一
ム
片
手
ホ
l
二
本

玖

島
郷

鶴

耕
一例
の
中
に
母
子
家
庭
に
対
す
一谷
繁

る
福
祉
向
上
の
施
策
な
ど
に
つ

一ム
五、

0
0
0円
(
亡
夫
初
一

い
て
、
明
日
の
生
活
ヘ
希
望
の
一
氏
香
典
返
し
の
代
り
)
表
袋
町

灯
を
点
じ
て
く
だ
さ
っ
た
と
と
一
池
田
チ
マ

は
参
集
し
た
お
母
さ
ん
に
深
い
一

A
娘
浪
曲
天
姫
会
京
天
姫

一
行
実
一

又

γつ
学
校

いだもれな咋 な をき オ 日大
の け関まく 年り亮年りか 村

要 o早 も ま出賀 。 ら郵
は枚 E元 く 割 じすはお前便
な数応が売当 たこが年年周
いが す今り が 。とき玉の で
全なる年切 少 に。 っと竿

思 ー て

3 お 年 玉はがき 2 
す
の
で
、

早
め
に
郵
便
局
ま
た

-

は
郵
便
切
手
類
売

さ
ば
き
所
で
買
い

求
め
て
く
だ
さ
い

な
お
、
予
約
申
込

受
付
は
い
た
し
ま

せ
ん。

は
が
き
の
種
類
は

五
円
と
四
円
の
二

通
り
あ
り
ま
す
。

昭和33年 11月10日
(昭和33年4月22日第三横郵便物認可)

15日か ら売出し

(大
村
郵
便
局
)

お

花

-
司
J

毎

明

え

て

い

を

る

日

魚

崎

一

の

運

転

者

へ

①
自
動
車
や
バ
イ
ク
に
乗
る

人
は
、
先
ず
さ
し
せ
ま
っ
た

危
険
が
あ
っ
て
、
や
む
を
得

な
い
と
き
以
外
は
、
野
笛
を

鳴
ら
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い。

②
不
当
な
追
越
し
、

割
込
み

坂
本
靖
行

自

転

車

に

乗

る

方

へ

① 

自
転
車
に
乗
る
人
は
、
ニ

警
笛
や
め
て
注
意
と
徐
行

自
縛
車
は
左
端
を
一
列
に

運
転
、
速
度
違
反
、
歩
行
者

を
か
き
分
け
て
出
よ
う
な
ど

無
理
な
運
転
の
た
め
瞥
笛
を

鳴
A
す
乙
と
は
、
厳
禁
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

①

交
通
事
故
は
、
警
笛
を
鳴

ら
さ
な
か
っ
た
た
め
に
起
っ

た
も
の
は
殆
ん
ど
な
く
、

一

E
停
車
、
注
意
、
徐
行
の
不

履
行
が
事
故
の
も
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
安
全
運
転
の
第

一
条
件
は
、
注
意
と
徐
行
で

列
以
上
に
並
ん
で
進
行
し
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い。

い
つ
、
い
か
な
る
と
き
も、

左
側
端
を
一
列
に
な
っ
て
、

歩
行
者
の
じ
ゃ
ま
に
な
ら
な

い
よ
う
に
進
行
し
て
く
だ
さ

⑦

交
さ
点
、
曲
り
角
そ
の
他

危
険
な
と
乙
ろ
を
通
る
と
き

は
、
前
後
左
右
に
注
意
し
て

安
全
を
確
め
て
か
ら
通
過
し

て
く
だ
さ
い
。

八
仏
陰
平
郷
五
九
四
丸
田
間
帯
一
六

一一
一
男
正
明

市

ム
原
口
郷
五
九
九
阿
利
雄

男

敬
二

初

長

男

秀

継

ニ

O
才

4

企
原
口
郷
ニ
浦
田
米
次
郎

ゴ
ご

本
人
七
二
才

7

一
A
一一
ノ
郷
五

一
五

児

玉

一
郎

一

母

モ
ト
六
一
才

7

河川

wm弘
明
減

給

柑

必

一
A
杭
山間
津
三
六
三

明

坂

伝

削
減
ぬ
必
か
いは即
時
叡
智

一

h

で
可
〆J

お
ぶ

hhJRIHir
--
一

本
人
七
二
才

N
L司

z
f
山
洲
ゆ

削
、
-e
hト
ソ
リ

h
uh
川

V
J
Pμ

一一企
郡
訪
郷
一
五
二

三

塚
照
熊
吉

A
黒
木
郷
五
一
一
一O

吉
松
用
一次

一

安

ク

ワ

六
八

才

1

問

居

セ

ツ

四

七
才

9
-m
一
A
一
ノ
郷
二
五
八
千
住
国
春

A
久
原
郷
二
O
五

山
附
長
市

一

本
人

六
八
才

均

本

人

五
五
才

n

一
A
巾
澗
訪
町

七

惟
礎
周

一

A
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郷
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於
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一

父

弥
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O
才

叩

同
居
者

安
徳
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四
六
才

一
A
木
場
郷
コ
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川
添
徳
太
郎

一

本
人
七
一
才

H

A
乾
馬
場
郷
五

七

真
崎
与
一
一

A
日
泊
郷
六
六
八

岩
永
カ
ド

母

ヤ
ス

七
七
才

5

一

畏
男

在
久

一
一一矛

日

A
問
問
津
一一
一
区
二
問
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号

山
下一

A
平
小
川
郷

一七

O
八

申

島一拍

照
美
子

本

人

四
三
才

7
一

太

郎

本

人

八

二
才

日

A
乾
馬
場
郷

一
六
佐
藤
せ
瓦
郎
一

企
玖
防
郷
五一

四

町中
野
広

一

妻

ル

イ

四

O
才

6

一

父

圧

三

郎

六

四
才

口

〈

ω
竹
松
郷
六
五
三
中
原
秀
義
一

①
左
右
折
す
る
と
き
は
、
必
一
①
市
道
の
あ
る
占
乙
ろ
は
、

ず
手
の
合
図
帯
忘
れ
な
い
よ
一
必
ず
歩
道
を
通
る
よ
う
に
し

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

一
て
く
だ
さ
い。

④
夜
間
は
、
必
ず
灯
火
を
つ
一

④

道

路

お
印
刷
断
す
る
と
き
は

け
て
く
だ
さ
い

0

.

一
横
断
定
雄
の
あ
る
と
こ
ろ
は

①
二
人
以
上
飛
る
こ
と
は
、
一
必
ず
楠
断
場
道
を
通
り
、
そ

最
も
危
険
で
あ
り
ま
す
。
一
二
の
他
の
場
所
で
も、

前
後
左

人
乗
り
は
し
な
い
よ
う
に
し
一
右
に
は
注
賦
し
て
、
す
早
く

て
く
だ
さ
い
。

一

直
角
に
渡
る
よ
う
に
し
て
く

⑤

酒

を
飲
ん
で
乗
る
乙
と
は

一

だ

さ

い。

斜
に
の
ろ
の
ろ
と

多
く
の
場
合
重
大
な
交
通
事
一
渡
る
乙
と
は
禁
物
で
す
。

故
の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
一

一

⑤
車
の
直
前
、
直
後
の
繍
断

酒
を
飲
ん
で
一
来
る
乙
と
は
、

一一

;、

事
故
の
原
因
で
す
。

お
互
に
注
意
し
あ
っ
て
止
め一

ま
し
ょ
う
。

一

⑤

道

路
上
の
立
話
し
ゃ
、

酒

一

に
酔
っ
て
ふ
ら
つ
く
乙
と
な

歩

行

者

の

方

へ

一

ど
は
、
交
通
の
妨
害
と
も
な

一

り

、
交
涌
事
故
を
お
と
す
率

①
対
面
交
通
の
励
行

一

も

多
い
の
で
、
と
ん
な
こ
と

「人
は
右
、
車
は
左
」
乙
の

一

の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

原
則
を
顕
か
ら
放
さ
ず
、
い
一
い
。

つ
も
右
側
端
を
歩
い
て
く
だ一

⑦

子
供
さ
ん
の
道
路
上
の
遊

さ
い。

一
ぎ
や
一
人
歩
き
は
大
人
の
貴

①

二
人
以
上
横
に
並
ん
で
賠
一
任
で
や
め
さ
せ
て
く
だ
さ
い

し
な
が
ら
歩
く
乙
と
は
、
交一

(
大
村
市
交
通
安
全
運
動
推
進
協

通
の
妨
害
と
な
る
ば
か
り
で
一
輪
会
・
大
村
市
交
通
安
全
協
会

・

な
く
、

危
険
の
度
合
も
大
き
一
大
村
瞥
察
署
・
大
村
市
役
所
)

い
の
で
止
め
て
く
だ
さ
い
。


